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アントラセン及び9-シアノアントラセン錯体の

蛍光及び多光子イオン化分光
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超音速ジェット中においてアントラセンはサンドイッチ型とT字型の2量体,及び3量体以上の大

きなサイズの錯体を形成し,これらの錯体は光励起されることによつて,エキシマー蛍光を発するこ

とが報告されている。1)本研究では,超音速ジェット中のアントラセン及び9-シアノアントラセ

ン錯体の Sl― SO領域の電子スペクトルを測定し, 分子の双極子モーメントが錯体の構造とエキシマ

ー形成にどのように影響を及はすかについて検討した。また,ア ントラセン錯体については,二波長

共鳴多光子イオン化質量スペクトルを測定し,ク ラスターサイズを確認した.

励起スペクトル,発光スペクトル,及び多光子イオン化質量スペクトルの測定は,超音速ジェット

分光装置を用いて行った.試料をヒーターで 110～210℃ に加熱することによって,蛍光強度の試料

ilE度依存性を調べた。アントラセンの蛍光励起スペクトル(Fig.1)に は,それぞれ370 nm,374 nm,

及び,こ れらのビークより長波長■llに プロードなピークが観測されている。 ピーク強度の試料濃度

依存性の実験から,これらの3つのビークは異なるサイズのアントラセンクラスターによるものであ

ると考えられる。 クラスターサイズを確認するために,多光子イオン化質量スペクトルを測定した

(Fig.2).こ のスペクトルから,370 nm付近のスペク

トルはアントラセン2量体によるものであり,374 nm ぉ

にピークを持つスペクトルは,Limら の帰属とは異な 愚

り,アントラセン3量体によるものであることが分か 』

った。また,・ 3量体のピークよりも長波長側のスペク

トルは,4量体以上サイズのアントラセン錯体による

ものであると考えられる.

9-シアノアン トラセン錯体の蛍光励起スペクト

ルにはシヤープなバンドのみが観測される。蛍光強度
′｀   の試料濃度依存性とキヤリアガス圧力依存性から,こ

れらのバンドを2量体 (0-0バ ンドがモノマー奉り

295.8 cm・ レッドシフトした系列)と , 3量体以上の

大きな錯体 (0-0バ ンドが 561.l cm‐
1レ ッドシフト

した系列と701.8 cmlレ ッドシフトした系列)に帰属

した。また,2量体の0-0バンドを励起した場合の

分散蛍光スペクトルの振動構造が,モノマーの振動構

造に類似 していることから,2量体はエキシマーを形

成しにくいような, π軌道間の重なりの小さい,平面

的な構造であると推測される。
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Fig_2ア ントラセンの多光子イオン化

質量スペクトル
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Fig.1ア ントラセンの蛍光励起スペクトル
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